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一

一
中
国
に
お
け
る
市
民
法
の
誕
生

|
|
契
約
法
・
物
権
法
起
草
に
寄
せ
て

宇劉
田
J 11 

士幸

則国

訳

去
る
一
九
九
八
年
五
月
一
一
一
一
日
、
北
海
道
大
学
法
学
部
法
学
会
に
お
い
て
、
劉
士
国
氏
(
中
華
人
民
共
和
国
山
東
大
学
法
学
院
教
授
。

な
お
、
一
九
九
八
年
四
月
一
日
か
ら
一
九
九
九
年
一
月
三
一
日
ま
で
の
問
、
日
本
学
術
振
興
会
外
国
人
研
究
者
招
鴨
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
長
期
)

に
よ
る
北
海
道
大
学
法
学
部
客
員
研
究
員
)
の
報
告
(
「
中
国
市
民
法
的
誕
生
l

|
以
契
約
法
、
物
権
法
為
中
心
」
)
が
行
わ
れ
た
。
本

稿
は
、
そ
の
際
に
発
表
さ
れ
た
劉
氏
の
原
稿
の
全
文
を
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
(
一
部
、
劉
氏
自
ら
表
現

を
変
え
ら
れ
た
部
分
が
あ
る
)
。
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翻
訳
に
あ
た
り
、
読
み
や
す
さ
を
顧
慮
し
て
、
訳
語
に
く
わ
え
原
語
を
併
記
し
た
部
分
お
よ
び
あ
え
て
原
語
の
ま
ま
表
記
し
た
部
分
が

」
で
表
記
し
、
劉
氏
自
ら
が
施
し
た
註
に

あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
〔

〕
で
原
語
を
示
し
た
。
ま
た
、
原
丈
中
の
H

H

の
記
号
は
「

議

つ
い
て
は
(

)
で
、
訳
者
に
よ
る
註
は
[

]
で
、
そ
れ
ぞ
れ
表
記
し
た
。

な
お
、
訳
文
作
成
に
あ
た
り
、
鈴
木
賢
教
授
(
北
海
道
大
学
)
か
ら
多
く
の
ご
教
一
不
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

は
じ
め
に

計
画
経
済
体
制
か
ら
市
場
経
済
体
制
へ
と
の
軌
道
転
換
期
に
あ
る
中
国
社
会
に
お
い
て
、
公
民
お
よ
び
社
会
組
織
の
社
会
的
地
位
は
ど
の

よ
う
に
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
?
中
国
の
法
律
体
系
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
発
生
し
た
で
あ
ろ
う
か
?
現
在
の
お
も
な
立
法
計
画
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
?
お
も
な
立
法
計
画
を
め
ぐ
っ
て
ど
の
よ
う
な
論
争
が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
?
こ
れ
ら
は
中
国
の
状
況
を
理

解
し
よ
う
と
す
る
外
国
の
友
人
た
ち
が
興
味
を
抱
く
問
題
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
私
は
中
国
の
民
事
法
(
と
く
に
契
約
法
・
物
権
法
を
中
心
と

の
現
状
の
一
端
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
私
個
人
の
認
識
お
よ
び
観
点
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触
れ
た
い
と
思
う
。

し
て
)中

国
に
お
け
る
市
民
社
会
の
形
成
、
民
商
法
の
成
果
お
よ
び
現
在
の
民
事
法
の
立
法
計
画

一
九
四
九
年
に
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
し
て
か
ら
一
九
七
九
年
に
改
革
開
放
政
策
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の
閥
、
中
国
の
社
会
経
済
体
制

お
よ
び
法
律
体
系
が
基
本
的
に
採
用
し
て
い
た
の
は
旧
ソ
連
の
ス
タ
ー
リ
ン
期
に
お
け
る
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
が
、
計
画
経
済
の
厳
格
さ
は
旧

ソ
連
の
そ
れ
を
凌
い
で
お
り
、
他
方
法
律
体
系
は
旧
ソ
連
ほ
ど
整
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
社
会
主
義
国
家
と
し
て
、
そ
の
発
展
目
標
は
都
市

部
・
農
村
部
間
格
差
の
消
滅
に
あ
り
、
す
べ
て
の
公
民
が
平
等
な
社
会
制
度
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
厳
格
な
計
画
経
済
体

制
は
製
品
の
価
格
を
価
値
法
則
か
ら
著
し
く
違
背
さ
せ
る
結
果
を
惹
起
し
た
。
ま
た
、
工
業
の
発
展
を
保
証
す
る
た
め
に
、
工
業
製
品
の
価

北i去49(5・64)1078



格
が
農
産
物
の
価
格
に
く
ら
べ
て
は
る
か
に
高
額
に
設
定
さ
れ
た
た
め
、
工
業
製
品
と
農
産
物
と
は
等
価
交
換
の
関
係
に
は
な
か
っ
た
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
工
業
と
農
業
の
経
済
的
地
位
に
お
け
る
不
平
等
が
惹
起
さ
れ
た
。
労
働
者
は
比
較
的
安
定
し
た
収
入
お
よ
び
社
会
保
障

(
お
も
に
労
働
保
険
)
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
他
方
、
農
民
は
貧
困
な
[
状
態
に
お
き
ざ
り
に
さ
れ
た
]
ま
ま
で
あ
っ
た
。

都
市
部
に
お
い
て
は
、
全
人
民
所
有
制
企
業
お
よ
び
集
団
所
有
制
企
業
が
存
在
し
た
が
、
国
家
計
画
が
ま
ず
第
一
に
保
証
す
る
の
は
全
人

民
所
有
制
企
業
の
生
産
お
よ
び
製
品
の
販
売
で
あ
り
、
集
団
所
有
制
企
業
は
た
ん
に
補
充
的
作
用
を
発
揮
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、

固
有
企
業
[
全
人
民
所
有
制
企
業
]

の
労
働
者
の
、
そ
の
実
際
の
社
会
的
地
位
は
集
団
所
有
制
企
業
の
労
働
者
よ
り
も
高
か
っ
た
。
都
市
部

の
集
団
所
有
制
企
業
は
ま
た
大
型
の
企
業
〔
大
集
体
〕
と
小
型
の
企
業
〔
小
集
体
〕
に
分
か
れ
て
い
た
。
〔
大
集
体
〕
は
ふ
つ
う
建
国
初
期

の
協
同
組
合
〔
合
作
社
〕
を
母
体
と
し
て
設
立
さ
れ
た
企
業
で
あ
り
、
他
方
、
〔
小
集
体
〕
は
「
文
革
」
後
期
に
街
道
居
民
委
員
会
が
下
放

先
か
ら
都
市
部
に
還
っ
て
き
た
大
量
の
知
識
青
年
の
就
業
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
創
設
し
た
小
型
企
業
で
あ
る
。
〔
大
集
体
〕
の
労
働
者

の
収
入
は
お
し
な
べ
て
〔
小
集
体
〕
よ
り
も
高
く
、
社
会
経
済
上
の
地
位
も
ま
た
〔
小
集
体
〕
の
労
働
者
よ
り
も
高
か
っ
た
。
国
家
計
画
の

〔
大
集
体
〕
〔
小
集
体
〕
に
対
す
る
傾
斜
の
程
度
も
ま
た
同
じ
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
労
働
者
の
社
会
経
済
上
の
地
位
も
ま
た
一

様
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

中[ii]における rtil己法の誕生

こ
の
よ
う
な
企
業
聞
の
地
位
の
優
劣
は
、
労
働
者
と
企
業
の
間
の
人
格
的
依
存
関
係
〔
人
身
依
附
関
係
〕
を
も
た
ら
し
た
。
「
文
革
」
後

期
な
い
し
改
革
開
放
初
期
に
到
り
、
こ
の
依
存
関
係
は
一
部
の
企
業
に
お
い
て
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
ま
で
に
深
刻
化
し
て
い
た
。

「
文
革
」
後
期
[
七

0
年
代
前
半
]
に
お
い
て
、
[
地
方
の
農
山
村
部
に
送
り
出
さ
れ
て
い
た
一
二

O
O万
人
も
の
]
大
量
の
知
識
青
年
が

都
市
に
還
っ
て
き
た
が
、
そ
の
中
の
一
部
の
者
の
就
業
は
そ
の
父
母
の
所
属
す
る
〔
単
位
〕
[
職
場
・
勤
め
先
]
に
よ
っ
て
手
配
さ
れ
、
そ

の
仕
事
の
内
容
は
父
母
の
身
分
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
。
八

0
年
代
初
頭
、
都
市
部
に
お
け
る
改
革
開
放
は
ま
だ
充
分
に
展
開
さ
れ
て
は
お

ら
ず
、
就
業
の
〔
接
班
〕
(
父
あ
る
い
は
母
が
退
職
し
、
子
ど
も
が
そ
の
身
分
・
地
位
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
)
が
労
働
者
と
企
業
と
の
依

北法49(5・65)1079



i民

存
関
係
を
い
っ
そ
う
強
め
、
元
来
の
労
働
者
の
〔
単
位
〕
に
対
す
る
依
存
か
ら
、
父
母
の
身
分
を
継
い
だ
子
ど
も
の
父
母
の
所
属
す
る
〔
単

位
〕
に
対
す
る
依
存
へ
と
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
当
時
か
ら
す
れ
ば
就
業
問
題
の
解
決
と
い
う
[
プ
ラ
ス
の
]
作
用
が

あ
っ
た
が
、
し
か
し
労
働
関
係
に
お
け
る
人
格
的
依
存
関
係
は
相
当
深
刻
で
あ
り
、
企
業
の
雇
用
制
度
の
裏
口
工
作
〔
走
後
門
〕
な
ど
の
不

正
行
為
の
傾
向
や
腐
敗
を
助
長
し
、
企
業
内
部
の
ま
っ
と
う
な
人
間
関
係
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。

[
と
こ
ろ
で
、
]
計
画
経
済
時
代
に
お
い
て
、
契
約
は
た
だ
わ
ず
か
に
国
家
計
画
を
実
行
す
る
手
段
に
す
ぎ
ず
、
国
家
計
画
を
遵
守
す
る
こ

と
が
契
約
法
の
根
本
原
別
で
あ
り
、
契
約
自
由
の
原
則
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。

i溝手

一
九
七
九
年
か
ら
一
九
九
二
年
の
郡
小
平
の
南
巡
講
話
ま
で
、
こ
の
一
四
年
間
は
計
画
性
の
あ
る
商
品
経
済
を
発
展
さ
せ
た
時
期
で
あ
り
、

商
品
経
済
を
認
め
は
し
た
も
の
の
、
根
本
的
に
は
依
然
と
し
て
計
画
経
済
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
時
期
に
は
、
市
場
の
調
節
機
能
と
計

画
の
調
節
機
能
と
に
量
的
変
化
が
発
生
し
、
一
九
九
二
年
に
は
質
的
変
化
が
発
生
し
た
。
す
な
わ
ち
計
画
を
主
と
し
、
市
場
の
調
節
を
補
助

と
す
る
モ
デ
ル
か
ら
計
画
と
市
場
が
共
同
し
て
調
節
す
る
モ
デ
ル
に
発
展
し
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
市
場
の
調
節
機
能
を
主
と
し
、
計
画
の

調
節
機
能
を
補
助
と
す
る
モ
デ
ル
に
転
化
し
、
部
小
平
の
南
巡
講
話
が
[
こ
の
よ
う
な
]
質
的
変
化
に
い
っ
そ
う
拍
車
を
か
け
た
の
で
あ
る
。

経
済
体
制
改
革
は
、
中
国
民
商
法
の
発
展
の
経
済
上
の
要
因
で
あ
り
、
改
革
開
放
の
思
想
が
ひ
ろ
く
浸
透
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
中
国
民

商
法
の
発
展
が
政
治
的
に
保
証
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
七
九
年
の
時
点
で
は
、
中
国
は
婚
姻
法
を
除
い
て
成
文
の
民
事
法
は
存
在
し

て
い
な
か
っ
た
。
{
そ
れ
以
前
に
民
法
典
制
定
の
動
き
は
存
在
し
た
が
、
]

一
九
五
四
1
五
六
年
の
第
一
次
民
法
典
起
草
作
業
は
一
九
五
七
年

一
九
六
二

1
六
四
年
の
第
二
次
民
法
典
起
草
作
業
は
一
九
六
四
年
の
「
四
清
」
運
動
[
政
治
・

の
反
右
派
闘
争
の
拡
大
に
よ
り
中
止
さ
れ
、

思
想
・
組
織
・
経
済
を
清
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
展
開
さ
れ
た
社
会
主
義
教
育
運
動
]
お
よ
び
そ
の
後
の
「
文
革
」
に
よ
り
中
止
さ
れ
た
。

一
九
七
八
年
1
八
二
年
に
は
民
法
典
草
案
第
三
稿
が
起
草
さ
れ
、
一
九
八
二
年
1
八
四
年
に
は
民
法
典
草
案
第
四
稿
が
起
草
さ
れ
た
。
し
か

し
、
人

0
年
代
初
頭
、
農
村
の
経
済
体
制
改
革
は
ま
さ
に
推
進
の
ま
っ
た
だ
中
に
あ
り
(
戸
別
の
農
地
請
負
制
の
導
入
)
、
都
市
部
の
改
革

」ヒ法49(5・66)1080 



は
ま
だ
展
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
平
等
な
市
民
社
会
は
な
お
形
成
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
、
民
法
典
は
そ
の
誕
生
の
条
件
を
具
備
し
て
は

い
な
か
っ
た
。

改
革
の
進
展
に
と
も
な
い
、
一
部
の
社
会
関
係
が
緊
急
に
規
律
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
た
め
、
全
国
人
民
代
表
大
会
[
以
下
、

全
国
人
大
と
略
]
は
民
法
典
の
制
定
を
見
合
わ
せ
、
と
り
あ
え
ず
単
独
立
法
で
し
の
ぐ
こ
と
と
し
た
。
国
家
計
画
を
具
体
化
し
、
企
業
と
の

聞
の
契
約
関
係
を
法
的
に
規
律
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、

一
九
八
四
年
に
《
中
華
人
民
共
和
国
経
済
契
約
法
》
が
制
定
さ
れ
、
対
外
開
放

と
科
学
技
術
の
広
範
な
応
用
に
と
も
な
い
、
《
中
華
人
民
共
和
国
渉
外
経
済
契
約
法
》
お
よ
び
《
中
華
人
民
共
和
国
技
術
契
約
法
》
も
制
定

さ
れ
、
契
約
法
の
三
本
の
柱
が
鼎
立
す
る
局
面
が
形
成
さ
れ
た
。
一
九
八
六
年
に
は
《
中
華
人
民
共
和
国
民
法
通
則
》
が
制
定
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
す
な
わ
ち
一
九
七
八
年
1
八
六
年
に
、
中
国
で
は
民
法
学
派
と
経
済
法
学
派
と
の
論
争
の
第
一
ラ
ウ
ン
ド
が
展
開
さ
れ
た
。
縦

横
統
一
論
を
主
張
す
る
経
済
法
学
派
は
、
民
法
は
た
だ
公
民
間
の
社
会
関
係
を
規
律
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
企
業
に
関
連
す
る
社
会
関
係
に

つ
い
て
は
す
べ
て
経
済
法
で
規
律
し
、
三
つ
の
契
約
法
、
工
業
所
有
権
法
(
商
標
法
・
特
許
法
)
、
こ
れ
ら
す
べ
て
は
経
済
法
で
あ
る
と
主

張
し
た
(
そ
の
後
、
会
社
・
手
形
小
切
手
・
破
産
・
保
険
な
ど
に
関
す
る
法
律
も
経
済
法
に
含
む
と
し
た
)
。
こ
れ
に
対
し
て
、
民
法
学
派

は
平
等
な
社
会
関
係
は
す
べ
て
民
法
が
規
律
す
る
と
主
張
し
た
。
経
済
法
学
派
の
学
者
が
意
図
し
た
か
し
な
か
っ
た
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ

中1王lにおける市民法の誕生

の
主
張
は
客
観
的
に
は
計
画
経
済
体
制
を
維
持
し
擁
護
す
る
も
の
で
あ
り
、
民
法
学
派
の
主
張
は
客
観
的
に
は
商
品
経
済
ひ
い
て
は
市
場
経

済
の
発
展
に
プ
ラ
ス
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
争
の
第
一
ラ
ウ
ン
ド
は
民
法
通
則
の
採
択
に
よ
り
、
民
法
学
派
の
勝
利
を
も
っ
て
一

段
落
し
た
。
民
法
通
則
第
二
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
「
中
華
人
民
共
和
国
民
法
は
平
等
な
主
体
の
公
民
の
間
・
法
人
の
間
・
公
民
と

法
人
の
聞
の
財
産
関
係
と
人
身
関
係
を
規
律
す
る
」
。
こ
の
規
定
は
平
等
な
主
体
聞
の
社
会
関
係
は
民
法
が
規
律
す
る
こ
と
を
立
法
に
お
い

て
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
九
八
七
年
に
民
法
通
則
が
施
行
さ
れ
て
以
降
一
九
九
二
年
春
ま
で
の
問
、

統
一
的
な
経
済
法
綱
要
を
起
草
し
よ
う
と
画
策
し
、
民
法
通
則
に
対
抗
し
よ
う
と
企
図
し
た
。
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一
部
の
経
済
法
学
者
が

一
九
八
九
年
1
九
一
年
の
三
年
間
の
「
左
寄



{白{

り
の
思
想
」
〔
左
傾
思
潮
〕
が
幅
を
き
か
せ
た
時
期
に
は
、
民
法
通
則
は
自
由
化
の
産
物
で
あ
る
と
攻
撃
す
る
者
さ
え
あ
ら
わ
れ
、

力
を
入
れ
て
経
済
法
綱
要
の
起
草
に
あ
た
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
民
法
学
者
は
一
九
九
一
年
四
月
一
一
一
日
に
人
民
大
会
堂
で
民
法
通
則
五
周
年

記
念
会
を
挙
行
し
、
民
法
通
則
に
対
す
る
一
部
の
者
の
攻
撃
に
反
駁
し
た
。
一
九
九
二
年
春
、
郵
小
平
は
社
会
主
義
も
ま
た
市
場
経
済
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
見
解
を
示
し
た
た
め
、
経
済
法
綱
要
の
起
草
者
た
ち
は
計
画
経
済
を
維
持
し
擁
護
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

こ
と
を
悟
り
、
お
互
い
に
「
こ
れ
で
終
わ
っ
た
」
と
さ
さ
や
き
合
い
、
起
草
活
動
は
自
然
消
滅
し
た
。
こ
れ
が
両
派
の
第
二
ラ
ウ
ン
ド
の
論

一
段
と

jヒi1;49(5・68)1082

講

争
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
経
済
体
制
改
革
が
ま
す
ま
す
深
度
を
深
め
て
展
開
さ
れ
る
に
つ
れ
、
中
国
の
社
会
関
係
に
ど
の
よ
う
な
顕
著
な
変
化
が
生
じ

た
で
あ
ろ
う
か
?
民
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
い
え
ば
、
私
は
以
下
に
列
挙
す
る
変
化
に
重
大
な
意
義
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
①
企
業
は
法

人
と
し
て
、
市
場
経
済
の
下
に
お
い
て
平
等
な
社
会
的
地
位
を
真
に
獲
得
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
ら
の
民
法
上
の
地
位
も
平
等
で

あ
る
。
改
革
開
放
を
つ
う
じ
て
、
固
有
企
業
は
二
度
と
国
の
特
別
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
国
有
企
業
の
生
産
お
よ
び
販
売
は

市
場
に
導
か
れ
、
い
か
な
る
計
画
上
の
思
恵
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
他
の
企
業
と
の
平
等
な
競
争
が
始
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
計
画
体
制
下
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
お
び
た
だ
し
い
数
の
固
有
中
小
企
業
は
、
合
併
・
売
却
・
株
式
合
作
制
な
ど
の
形
態
に
改
編
さ

れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
非
固
有
企
業
に
転
換
し
て
い
る
。
国
は
お
も
に
五

O
Oの
大
型
企
業
に
つ
い
て
の
み
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
こ
れ
ら
五

0
0
社
も
国
内
外
の
市
場
の
競
争
に
平
等
に
加
わ
っ
て
い
る
。
外
資
企
業
・
私
営
企
業
・
郷
鎮
企
業
は
比
較
的
大
規
模
に
発
展
し
て
お
り
、

国
民
経
済
に
お
け
る
重
要
な
力
と
な
っ
て
い
る
。
中
国
共
産
党
第
一
丘
田
大
会
[
一
九
九
七
年
]
の
報
告
で
は
、
す
で
に
公
有
制
と
非
公
有

制
経
済
と
の
共
同
発
展
が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
非
公
有
制
経
済
が
公
有
制
経
済
の
補
完
物
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
[
今

後
]
憲
法
に
は
こ
れ
に
見
合
っ
た
修
正
が
施
さ
れ
、
「
補
完
物
」
と
い
う
文
言
が
「
共
同
発
展
」
と
い
う
文
言
に
改
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
非
公
有
制
企
業
は
八
ム
有
制
企
業
と
平
等
な
法
的
地
位
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
②
公
民
の
労
働
就
業
に
つ
い
て
、
中
国
に
お



い
て
は
現
在
す
で
に
労
働
契
約
の
形
式
が
一
般
的
に
採
用
さ
れ
て
お
り
、
労
働
者
お
よ
び
企
業
は
互
い
に
選
択
し
あ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
契
約
で
双
方
の
権
利
義
務
を
確
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
[
労
働
者
が
〔
単
位
〕
に
]
一
生
涯
依
存
す
る
と
い
う
「
鉄
の
飯
茶
碗
」

〔
鉄
飯
碗
〕
は
な
く
な
り
、
労
働
就
業
は
「
身
分
か
ら
契
約
へ
」
と
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
中
国
の
労
働
法
[
一
九
九
四
年
制
定
]
は
労
働

契
約
に
つ
い
て
詳
細
な
規
定
を
設
け
て
い
る
。
③
一
九
九
二
年
に
社
会
主
義
市
場
経
済
の
発
展
目
標
が
確
定
し
て
以
降
、
平
等
な
社
会
関
係

の
範
囲
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に
拡
大
し
た
。
一
九
九
二
年
以
前
の
一
四
年
間
の
社
会
主
義
の
下
で
の
計
画
性
の
あ
る
商
品
経
済
時
期
に
は
、

わ
ず
か
に
商
品
の
市
場
化
が
認
め
ら
れ
た
だ
け
で
、
そ
の
他
の
資
源
は
依
然
と
し
て
計
画
に
よ
り
調
節
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
九
二

年
以
降
は
、
市
場
経
済
が
発
展
し
、
商
品
の
市
場
化
の
み
な
ら
ず
労
働
力
・
資
金
・
技
術
な
ど
の
生
産
要
素
も
ま
た
す
べ
て
市
場
化
さ
れ
、

あ
ら
ゆ
る
も
の
が
市
場
を
通
じ
て
配
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
平
等
な
社
会
関
係
が
基
本
的
な
社
会
関
係
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
④
対
外
開
放
に
と
も
な
い
、
中
国
企
業
が
徐
々
に
国
際
市
場
の
競
争
に
加
わ
り
、
国
際
経
済
関
係
に
お
い
て
他
国
の
企
業
と
平
等
な
地

位
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
以
上
の
四
つ
の
重
大
な
変
化
に
よ
り
、
平
等
な
市
民
社
会
が
中
国
に
お
い
て
す
で
に
基
本
的
に
形
成
さ
れ

た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
市
民
社
会
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
[
か
つ
て
の
]
所
有
制
の
枠
組
み
を
打
ち
破
る
会
社
制
度
が
形
成
さ
れ
、
企
業
は
有
限

会
社
お
よ
び
株
式
会
社
の
い
ず
れ
か
の
形
式
を
一
般
的
に
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
《
中
華
人
民
共
和
国
会
社
法
》
が
制
定
さ
れ

た
[
一
九
九
三
年
]
。
商
品
交
換
に
お
い
て
、
各
種
の
有
価
証
券
が
一
般
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
《
中
華
人
民
共
和
国
手
形
小

切
手
法
》
が
制
定
さ
れ
た
[
一
九
九
五
年
]
。
社
会
保
険
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
徐
々
に
築
き
あ
げ
ら
れ
、
ま
す
ま
す
多
く
の
公
民
・
法
人
が
保
険

に
加
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
《
中
華
人
民
共
和
国
保
険
法
》
が
制
定
さ
れ
た
[
一
九
九
五
年
]
。
企
業
破
産
制
度
が
八

0
年
代
中
期
に

確
立
さ
れ
た
た
め
、
《
中
華
人
民
共
和
国
企
業
破
産
法
(
試
行
)
》
が
制
定
さ
れ
[
一
九
八
六
年
。
同
法
で
は
全
人
民
所
有
制
企
業
の
み
が
そ

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
民
事
訴
訟
法
に
は
そ
れ
以
外
の
企
業
を
含
め
た
破
産
に
関
す
る
一
般
規
定
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
司
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法
解
釈
で
破
産
法
試
行
を
「
参
回
心
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
]
、
現
在
統
一
的
な
破
産
法
の
制
定
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に

中
国
で
は
整
っ
た
商
法
体
系
が
基
本
的
に
形
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
市
民
法
の
重
大
な
成
果
で
あ
る
。

議

中
国
に
お
け
る
現
時
点
で
の
立
法
上
の
課
題
は
お
も
に
民
法
に
あ
る
。

の
改
正
に
関
す
る
決
定
を
採
択
し
、
そ
の
後
間
も
な
く
、
全
国
人
大
法
制
工
作
委
員
会
が
専
門
家
の
検
討
会
を
召
集
し
、
契
約
法
の
統
一
問

題
に
つ
い
て
討
論
し
、
専
門
家
は
統
一
的
な
契
約
法
の
制
定
を
建
議
し
た
。
三
つ
の
契
約
法
に
は
、
市
場
経
済
と
合
致
し
な
い
一
部
の
計
画

経
済
の
規
定
に
つ
い
て
改
正
が
施
さ
れ
た
と
は
い
え
、
な
お
法
律
上
は
組
離
が
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
契
約
形
式
・
違
約
責
任
・
時
効
な

ど
に
関
す
る
規
定
は
統
一
性
を
欠
き
、
平
等
な
競
争
の
需
要
を
充
た
し
て
い
な
い
。
と
り
わ
け
公
民
間
の
契
約
に
つ
い
て
は
、
三
つ
の
契
約

一
九
九
三
年
九
月
二
目
、
全
国
人
大
常
務
委
員
会
は
経
済
契
約
法
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法
は
い
ず
れ
も
規
律
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
法
の
空
白
が
存
在
す
る
。
二
一
つ
の
契
約
法
の
規
定
に
は
ま
た
多
く
の
部
分
で
重
複
が
存
在
し
て

い
る
。
よ
っ
て
、
全
国
人
大
常
務
委
員
会
法
制
工
作
委
員
会
は
経
済
契
約
法
を
改
正
す
る
と
と
も
に
、
王
家
福
[
中
国
社
会
科
学
院
法
学
研

究
所
研
究
員
]
・
江
平
[
中
国
政
法
大
学
教
授
]
・
梁
慧
星
[
中
国
社
会
科
学
院
法
学
研
究
所
研
究
員
]
な
ど
の
学
者
に
委
託
し
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
l
ム
を
作
り
《
中
国
契
約
法
立
法
方
案
》
を
起
草
さ
せ
た
。
一
九
九
四
年
一
月
に
法
制
工
作
委
員
会
は
学
者
の
方
案
に
同
意
す
る
と

と
も
に
、
一
二
の
〔
単
位
〕
に
委
託
し
て
契
約
法
を
分
担
し
て
起
草
さ
せ
、
一
九
九
五
年
一
月
に
学
者
た
ち
は
法
制
工
作
委
員
会
に
対
し
て
、

三
回
章
五
二
八
条
か
ら
な
る
《
契
約
法
建
議
草
案
》
を
提
出
し
た
。
法
制
工
作
委
員
会
お
よ
び
関
係
す
る
指
導
者
た
ち
は
、
《
建
議
草
案
》

は
論
理
が
綾
密
で
、
多
く
の
新
し
い
内
容
を
含
む
と
評
価
し
つ
つ
も
、
「
い
さ
さ
か
バ
タ
く
さ
い
」
〔
有
点
洋
〕
、
す
な
わ
ち
国
外
お
よ
び
台

湾
の
立
法
例
の
参
考
が
多
き
に
す
ぎ
、
三
つ
の
契
約
法
と
の
関
連
が
少
な
く
、
採
択
・
実
施
し
た
場
合
、
人
々
に
一
セ
ッ
ト
の
全
く
新
た
な

制
度
に
転
換
し
た
と
感
じ
さ
せ
、
一
時
的
な
混
乱
を
惹
起
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
法
制
工
作
委
員
会
は
再
度
新
た
に
起

草
し
な
お
し
、
そ
の
際
、
学
者
の
《
建
議
草
案
》
を
参
照
し
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、

一
九
九
五
年
五
月
に
四
一
章
五

一
条
か
ら
な
る
《
契
約
法
(
試
擬
稿
)
》
を
作
成
し
た
。

一
九
九
六
年
六
月
七
日
に
は
、
こ
れ
を
全
二
九
章
三
七
六
条
に
修
正
し
た
う
え
で



《
意
見
請
求
稿
》
と
し
て
、
全
国
の
司
法
部
門
・
大
学
法
学
部
に
送
付
し
意
見
を
求
め
た
。
現
在
ま
さ
に
修
正
中
で
あ
り
、
今
年
[
一
九
九

の
秋
の
全
国
人
大
に
提
出
・
討
議
さ
れ
、
来
年
[
一
九
九
九
年
]
一
一
一
月
に
全
国
人
大
で
採
択
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

物
権
法
に
つ
い
て
は
、
制
定
前
の
予
備
的
討
論
は
す
で
に
終
了
し
て
お
り
、
現
在
王
家
福
・
江
平
な
ど
の
学
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
起
草

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
草
案
完
成
に
は
あ
と
数
年
か
か
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

八
年
]

中国における市民法の誕生

民
法
典
の
制
定
は
す
で
に
全
国
人
大
の
立
法
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
二

O
一
O
年
頃
に
は
新
中
国
の
民
法
典
が
誕
生

す
る
見
通
し
で
あ
る
。
こ
の
民
法
典
に
は
統
一
的
な
契
約
法
お
よ
び
起
草
作
業
に
着
手
さ
れ
た
ば
か
り
の
物
権
法
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
部
分
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
門
で
聞
か
れ
た
全
国
民
法
学
経
済
法
学
研
究
会
定
例
大
会
で
初
歩

的
な
研
究
が
行
わ
れ
た
が
、
意
見
は
な
お
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
不
法
行
為
責
任
を
ど
の
よ
う
に
規
定
す
る
か
に
つ
い
て
、
独

立
し
て
民
法
典
の
一
編
に
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
学
者
も
お
れ
ば
、
ま
ず
先
に
単
行
法
と
し
て
不
法
行
為
法
を
制
定
す
れ
ば
、
民
法
典

を
制
定
す
る
際
に
は
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
と
考
え
る
学
者
も
い
る
。
婚
姻
法
は
現
在
改
正
作
業
中
で
あ
る
。
現
行
婚
姻
法
は
一
九
八

O
年
に

公
布
さ
れ
た
も
の
で
(
第
二
法
典
。
第
一
法
典
は
一
九
五

O
年
公
布
)
、
わ
ず
か
に
三
七
条
し
か
な
く
、
簡
単
に
す
ぎ
る
。
改
革
開
放
以
降
、

婚
姻
家
族
関
係
に
は
多
く
の
変
化
が
あ
り
、
と
り
わ
け
財
産
関
係
が
複
雑
に
な
っ
て
お
り
、
よ
っ
て
法
律
に
詳
細
な
規
定
を
設
け
る
必
要
が

あ
る
。
婚
姻
法
は
民
法
の
一
部
分
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
当
初
よ
り
、
一
貫
し
て
民
法
か
ら
独
立
し
た
法
律
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
旧
ソ
連
の
伝
統
[
を
継
受
し
た
た
め
]
で
あ
る
。
現
在
お
も
に
婚
姻
法
学
者
に
よ
っ
て
改
正
草
案
の
起
草

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
(
女
)
ら
の
全
体
の
意
見
と
し
て
は
依
然
と
し
て
民
法
か
ら
独
立
し
た
法
律
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
将
来
民

法
典
の
中
に
組
み
入
れ
、
養
子
法
[
一
九
九
一
年
制
定
]
と
と
も
に
民
法
典
の
親
族
編
を
構
成
さ
せ
る
こ
と
に
同
意
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は

彼
(
女
)
ら
が
婚
姻
が
契
約
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
私
は
婚
姻
を
契
約
と
構
成
す
る
こ
と
は
当
事
者
の
権
利
義
務
関

係
を
明
確
に
す
る
の
に
プ
ラ
ス
で
あ
り
、
婚
姻
関
係
も
ま
た
私
法
関
係
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
民
法
典
に
組
み
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
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え
る
。
中
国
の
相
続
法
は
比
較
的
す
ぐ
れ
た
法
律
で
あ
り
、
簡
単
な
修
正
を
施
し
た
だ
け
で
民
法
典
に
組
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
知
的

議

所
有
権
法
を
民
法
典
に
組
み
入
れ
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
異
な
っ
た
意
見
が
存
在
す
る
。
私
は
知
的
所
有
権
法
は
今
世
紀
に
整
備
さ

れ
て
き
た
法
律
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
民
法
典
に
組
み
入
れ
る
と
な
る
と
、
法
典
の
条
文
が
多
く
な
り
す
ぎ
る
こ
と
か
ら
、
民
事
特
別
法
と

し
て
民
法
典
の
外
に
置
く
の
が
よ
り
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

[
民
法
典
の
編
制
に
対
す
る
]
学
者
の
大
方
の
意
見
と
し
て
は
、
中
国
民
法
典
は
ド
イ
ツ
・
日
本
お
よ
び
台
湾
の
よ
う
な
五
編
か
ら
な
る

の
で
は
な
く
、
不
法
行
為
責
任
の
一
編
を
く
わ
え
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
人
身
権
を
独
立
し
た
一
編
に
す
べ
き
だ
と
主
張
す

る
学
者
も
あ
る
し
、
知
的
所
有
権
を
独
立
し
た
一
編
と
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
学
者
も
い
る
。
最
も
多
く
の
支
持
を
集
め
て
い
る
の
は
総
則
・

物
権
・
債
権
・
知
的
所
有
権
・
人
身
権
・
不
法
行
為
責
任
の
七
編
制
で
あ
る
。

中
国
統
一
契
約
法
の
制
定
を
め
ぐ
る
お
も
な
争
点

(
一
)
比
較
的
発
達
し
た
市
場
経
済
社
会
を
想
定
し
た
契
約
法
の
制
定
か
あ
る
い
は
転
換
期
の
契
約
法
の
制
定
か
?

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
契
約
法
起
草
の
当
初
に
比
較
的
大
き
な
論
争
と
な
っ
た
。
ひ
と
つ
の
意
見
と
し
て
は
、
一
二
佐
紀
を
展
望
し
、

社
会
主
義
市
場
経
済
形
成
後
の
契
約
法
を
制
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
現
時
点
は
計
画
経
済
か
ら
市
場
経
済
へ
と
の

転
換
時
期
に
あ
る
が
、
し
か
し
契
約
法
は
時
代
を
先
取
り
す
べ
き
で
あ
り
〔
超
前
性
〕
、
転
換
期
の
問
題
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
・
な
い
が
、

し
か
し
こ
れ
を
出
発
点
と
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
と
り
わ
け
、
あ
る
一
時
的
な
正
常
で
な
い
関
係
に
つ
い
て
、
妥
協
し
て
こ
れ
を
合
法
化
し

で
は
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
契
約
法
の
長
期
的
な
安
定
性
を
保
証
し
、
短
期
的
な
修
正
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
別

の
意
見
と
し
て
は
、
「
一
二
世
紀
を
展
望
し
た
」
契
約
法
を
制
定
す
る
こ
と
に
は
同
意
せ
ず
、
過
渡
期
の
契
約
法
を
制
定
す
る
こ
と
を
主
張

す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
段
階
の
多
く
の
社
会
関
係
、
た
と
え
ば
農
村
の
土
地
請
負
関
係
、
都
市
部
の
企
業
請
負
関
係
、
穀
物
買
付
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契
約
な
ど
の
指
令
性
計
画
に
も
と
づ
く
契
約
な
ど
に
つ
い
て
、
す
べ
て
契
約
法
に
規
定
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
中
国
が
市
場
経

済
社
会
を
築
き
あ
げ
た
後
に
契
約
法
を
再
度
修
正
、
あ
る
い
は
新
た
に
制
定
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

学
者
の
《
契
約
法
立
法
方
案
》
は
、
前
者
の
意
見
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
方
案
は
そ
の
立
法
趣
旨
を
第
三
項
に
規
定
す
る
。
「
本
法
の

制
定
お
よ
び
施
行
の
時
代
的
背
景
を
考
慮
し
、
本
法
は
わ
が
国
が
社
会
主
義
市
場
経
済
を
築
き
あ
げ
て
後
の
法
的
規
律
の
要
請
に
対
し
て
適

応
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
同
時
に
、
現
在
の
計
画
経
済
体
制
か
ら
市
場
経
済
体
制
へ
と
の
過
渡
期
の
特
性
を
も
あ
わ
せ
て

顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
時
代
に
合
わ
な
い
も
の
に
対
し
て
は
妥
協
し
て
は
な
ら
な
い
」
。
論
争
は
基
本
的
に
は
共
通
認
識

に
到
っ
た
が
、
し
か
し
問
題
は
決
着
を
見
て
い
な
い
。
全
国
人
大
法
制
工
作
委
員
会
民
法
室
の
金
百
山
見
請
求
稿
》
で
は
、
学
者
の
《
建
議
草

案
》
の
三
四
章
五
一
一
八
条
を
二
九
章
三
七
六
条
に
ス
リ
ム
化
し
た
が
、
そ
の
際
に
削
ら
れ
た
規
定
の
多
く
は
建
議
草
案
中
の
時
代
を
先
取
り

さ
ら
に
ま
た
「
バ
タ
く
さ
い
」
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
《
意
見
請
求
稿
》
に
対
し
て
提
起
さ
れ
た
多
く
の
修
正

し
た
部
分
で
あ
り
、

意
見
も
ま
た
、
ま
さ
に
《
建
議
草
案
》
に
お
け
る
一
部
の
時
代
を
先
取
り
し
た
規
定
を
復
活
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
将
来

採
択
さ
れ
る
契
約
法
は
、

一
種
の
折
衷
の
産
物
で
あ
り
、
「
過
度
に
バ
タ
く
さ
い
も
の
」
〔
太
洋
〕
[
大
い
に
時
代
を
先
取
り
し
た
も
の
]

あ
つ
で
も
な
ら
ず
、
か
と
い
っ
て
「
過
度
に
保
守
的
な
も
の
」
〔
太
超
前
〕
[
過
度
に
現
実
に
迎
合
し
て
い
る
も
の
]
に
も
な
ら
な
い
で
あ
ろ

中位|における市民j去の誕生

ぅ
。
こ
の
点
は
民
法
典
編
纂
時
に
再
度
修
正
を
加
え
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
こ
れ
は
私
個
人
の
考
え
と
見
通
し
で
あ
る
。

こ
の
他
に
、
中
国
に
現
実
に
存
在
す
る
請
負
契
約
(
農
村
の
土
地
請
負
・
都
市
部
の
企
業
請
負
)
お
よ
び
穀
物
買
付
契
約
な
ど
は
平
等
で

は
な
い
主
体
聞
の
契
約
関
係
で
あ
っ
て
、
契
約
法
が
規
律
し
な
い
と
す
る
こ
と
は
正
解
で
あ
り
、
《
建
議
草
案
》
お
よ
び
《
意
見
請
求
稿
V

の
い
ず
れ
に
も
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
規
律
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
は
既
存

の
経
済
契
約
法
の
範
障
に
あ
る
契
約
で
あ
り
、
経
済
法
で
規
律
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
者
が
存
在
す
る
。
こ
の
種
の
意
見
は
道
理
に

か
な
っ
て
は
い
る
が
、
し
か
し
私
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
ま
ず
農
村
の
土
地
請
負
が
ど
の
よ
う
に
発
展
す
る
か
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
見 で
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通
し
を
立
て
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
現
在
は
政
策
に
よ
っ
て
の
み
規
律
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
将
来
は
お
も
に
物
権

法
で
規
律
す
べ
き
で
あ
る
(
四
(
二
)
で
詳
述
す
る
)
o

都
市
部
の
企
業
請
負
に
つ
い
て
は
、
成
功
し
た
経
験
が
そ
う
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

企
業
の
長
期
的
利
益
を
無
視
し
た
短
期
的
な
行
為
の
発
生
を
ま
ま
惹
起
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
最
終
的
に

ど
の
よ
う
に
な
る
か
は
、
今
し
ば
ら
く
推
移
を
観
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
穀
物
買
付
契
約
は
比
較
的
長
期
間
存
在
し
つ
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。
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こ
れ
は
食
糧
買
付
の
需
要
を
保
証
す
る
こ
と
か
ら
、
行
政
契
約
で
規
律
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
民
事
契
約
の
性
質
と
は
異
な
っ
た
契

約
で
あ
る
。

(
二
)
契
約
の
自
由
と
国
の
介
入

契
約
の
自
由
は
現
代
的
市
場
経
済
の
下
に
あ
る
資
本
主
義
諸
国
で
は
一
定
の
制
限
を
受
け
て
い
る
が
、
し
か
し
依
然
と
し
て
民
法
の
基
本

原
則
{
の
ひ
と
つ
]
で
あ
る
。
中
国
に
お
い
て
計
画
経
済
が
行
わ
れ
て
い
た
時
期
に
は
、
契
約
に
あ
た
っ
て
は
国
の
計
画
を
遵
守
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
が
強
調
さ
れ
、
民
法
通
則
お
よ
び
三
つ
の
契
約
法
と
も
に
契
約
自
由
の
原
則
は
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
国
家
行
政

機
関
の
契
約
に
対
す
る
介
入
は
か
な
り
深
刻
で
あ
っ
た
。
社
会
主
義
市
場
経
済
を
実
行
す
る
に
は
、
必
ず
契
約
自
由
の
原
則
を
確
立
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
の
論
者
の
統
一
契
約
法
制
定
に
対
す
る
意
見
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
数
の
者
は
依
然
と
し
て
国
の
介
入

を
強
調
し
、
契
約
の
自
由
を
規
定
す
る
こ
と
に
反
対
し
て
い
る
。

[
統
一
契
約
法
に
対
す
る
]
認
識
の
違
い
か
ら
、
契
約
自
由
の
原
則
を
明
確
に
規
定
す
る
か
否
か
以
外
に
も
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
に
対

し
て
異
な
っ
た
意
見
が
存
在
す
る
。
①
契
約
は
国
の
計
画
を
道
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
を
規
定
す
る
か
否
か
。
《
建
議
草
案
》

お
よ
び
《
意
見
請
求
稿
V

と
も
に
規
定
を
設
け
て
は
い
な
い
が
、
依
然
と
し
て
一
部
の
契
約
は
事
実
上
計
画
の
影
響
を
受
け
る
た
め
、
規
定

を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
者
が
い
る
。
私
は
計
画
が
規
律
す
る
経
済
関
係
は
す
で
に
日
増
し
に
減
少
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

規
定
を
設
け
な
く
て
も
よ
い
と
考
え
る
。
計
画
に
違
反
し
た
場
合
に
は
「
社
会
経
済
秩
序
を
妨
害
し
て
は
な
ら
ず
、
社
会
の
公
共
利
益
に
損
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害
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
規
定
で
解
決
す
れ
ば
よ
い
。
特
別
の
規
定
を
設
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
計
画
の
存
在
を
根
本
か
ら
否
定

す
る
も
の
で
は
な
く
、
今
後
は
ひ
と
つ
の
原
則
と
し
て
規
定
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。
②
契
約
の
管
理
機
関
お
よ
び
行

政
責
任
を
規
定
す
る
か
否
か
。
コ
一
つ
の
契
約
法
は
と
も
に
管
理
機
関
お
よ
び
行
政
責
任
の
規
定
を
有
す
る
が
、
《
建
議
草
案
》
お
よ
び
《
意

見
請
求
稿
》
で
は
規
定
を
設
け
て
は
い
な
い
。
こ
れ
は
行
政
機
関
の
契
約
に
対
す
る
監
督
検
査
権
限
を
な
く
す
と
い
う
考
え
に
も
と
づ
く
も

の
で
あ
る
。
計
画
経
済
期
に
は
、
国
家
計
画
の
実
施
を
保
証
す
る
必
要
か
ら
、
行
政
機
関
の
こ
の
種
の
権
限
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
他
方
、

市
場
経
済
下
に
お
い
て
は
、
こ
の
種
の
権
限
は
取
り
除
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
当
事
者
が
締
結
し
た
契
約
は
、
違
法
で
さ
え
な
け
れ
ば
、

有
効
と
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
意
見
に
反
対
す
る
者
も
存
在
し
、
行
政
機
関
の
契
約
に
対
す
る
監
督
検
査
権
を
規
定
す
る

こ
と
は
、
違
法
行
為
へ
の
制
裁
お
よ
び
市
場
秩
序
の
維
持
に
プ
ラ
ス
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
《
建
議
草
案
〉
お
よ
び
《
意
見
請
求
稿
》
は

不
法
所
得
の
没
収
・
罰
金
・
営
業
許
可
の
取
消
な
ど
の
行
政
責
任
に
つ
い
て
の
規
定
を
設
け
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
行
政
責
任
を
規
定
す

べ
き
だ
と
主
張
す
る
者
も
い
る
。
③
詐
欺
・
脅
迫
の
状
況
下
で
締
結
し
た
契
約
は
絶
対
無
効
か
あ
る
い
は
相
対
無
効
か
、
《
建
議
草
案
》
お

よ
び
《
意
見
請
求
稿
》
は
相
対
無
効
と
規
定
す
る
が
、
経
済
契
約
法
で
は
絶
対
無
効
と
規
定
し
、
民
法
通
則
も
ま
た
こ
れ
を
無
効
(
絶
対
無

効
を
指
す
)
な
民
事
行
為
で
あ
る
と
規
定
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
も
ま
た
、
異
な
っ
た
意
見
が
存
在
し
、
詐
欺
は
経
済
犯
罪
を
構
成
す
る
の

に
、
契
約
法
上
で
は
相
対
無
効
と
す
る
の
は
適
切
か
疑
問
で
あ
る
と
考
え
る
者
す
ら
い
る
。
私
は
こ
れ
を
矛
盾
だ
と
は
考
え
な
い
。
と
い
う

の
も
相
対
無
効
が
保
護
す
る
の
は
私
権
で
あ
り
、
損
失
を
受
け
た
者
が
無
効
を
主
張
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
固
有
企
業
の
経
営
者

が
詐
欺
を
は
た
ら
い
た
員
の
責
任
を
追
及
し
な
い
こ
と
も
あ
り
得
る
が
、
そ
れ
は
職
務
悌
怠
の
あ
ら
わ
れ
な
の
で
あ
っ
て
、
[
契
約
の
無
効
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と
は
]
別
の
問
題
で
あ
る
。

さ
ら
に
そ
の
他
の
問
題
を
め
ぐ
る
論
争
が
あ
り
、
昨
年
[
一
九
九
七
年
]
慶
門
で
行
わ
れ
た
全
国
民
法
経
済
法
研
究
会
定
例
大
会
で
、
法

制
工
作
委
員
会
民
法
室
が
一
六
の
論
点
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
が
、
そ
の
多
く
は
意
見
の
一
致
を
見
な
か
っ
た
。
実
際
に
論
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争
さ
れ
て
い
る
問
題
は
さ
ら
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

講

物
権
法
制
定
過
程
に
お
け
る
論
争

物
権
法
の
制
定
は
、
契
約
法
の
制
定
に
比
べ
困
難
が
い
っ
そ
う
大
き
く
、
論
点
と
な
る
問
題
も
ま
た
多
岐
に
わ
た
る
。
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
が
結
成
さ
れ
起
草
作
業
に
着
手
さ
れ
た
ば
か
り
で
も
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
具
体
的
な
論
争
が
存
在
す
る
の
か
整
序
し
て
述
べ
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
起
草
前
の
予
備
的
討
論
の
段
階
お
よ
び
学
術
研
究
の
側
面
か
ら
物
権
法
制
定
を
め
ぐ
る
問
題
を
概
観
す
れ
ば
、
お
も
に
以
下
の

よ
う
な
論
争
の
存
在
が
指
摘
で
き
る
。

四
(
一
)
国
有
企
業
の
財
産
権
の
性
質
に
関
す
る
問
題

八
0
年
代
初
頭
か
ら
、
中
国
の
民
法
理
論
お
よ
び
法
律
が
依
据
し
た

の
は
、
旧
ソ
連
・
ス
タ
ー
リ
ン
期
の
「
両
権
分
離
」
理
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
が
固
有
企
業
の
財
産
所
有
権
を
享
有
し
、
国
有
企
業
は
経

営
権
を
享
有
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
経
営
権
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
一
般
に
は
国
が
経
営
を
授
権
し
た
財
産
に
対
し
て
、
国
の
許
す
範

囲
内
に
お
い
て
占
有
・
使
用
・
収
益
お
よ
び
処
分
す
る
権
利
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
種
の
制
限
物
権
で
あ
り
、
改
革
初
期
に

は
、
収
益
お
よ
び
処
分
に
対
し
て
、
非
常
に
厳
格
な
制
限
が
付
さ
れ
て
い
た
。
収
益
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
に
固
か
ら
の
ノ
ル
マ
を
完
全
に

納
め
た
後
に
余
っ
た
ご
く
一
部
を
企
業
の
収
益
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
労
働
者
へ
の
ボ
ー
ナ
ス
と
し
て
の
み

用
い
ら
れ
た
。
ま
た
処
分
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
に
放
置
さ
れ
て
い
る
不
要
な
余
剰
固
定
資
産
の
処
分
が
許
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
し
か

固
有
企
業
は
い
か
な
る
性
質
の
財
産
権
を
享
有
す
る
か
に
つ
い
て
、

も
処
分
に
よ
り
得
た
代
金
は
新
た
な
固
定
資
産
を
購
入
・
設
置
す
る
こ
と
に
の
み
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
他
に
流
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。

改
革
の
深
度
が
深
ま
る
に
つ
れ
、
経
営
権
の
範
囲
は
次
第
に
所
有
権
に
接
近
し
て
き
た
が
、
し
か
し
、
今
な
お
不
充
分
で
あ
る
。
「
両
権
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分
離
」
は
「
文
革
」
期
に
お
け
る
企
業
の
兵
営
化
、
す
な
わ
ち
企
業
経
営
権
を
認
め
な
い
状
況
よ
り
は
進
歩
し
た
と
評
価
で
き
よ
う
。
し
か

し
、
依
然
と
し
て
計
画
経
済
の
産
物
で
あ
り
、
国
が
企
業
に
対
し
て
享
有
す
る
閉
鎖
・
生
産
停
止
・
合
併
・
生
産
転
換
の
権
利
、
お
よ
び
企

業
財
産
に
対
す
る
最
終
処
分
権
は
留
保
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
会
社
制
が
実
施
さ
れ
、
中
国
会
社
法
で
は
会
社
が
「
企
業
財
産
権
を
享
有
す

る
」
と
規
定
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
が
{
四
条
二
項
]
、
こ
れ
は
暖
昧
模
糊
と
し
た
概
念
で
あ
り
、
最
終
的
に
い
か
な
る
権
利
を
指
す
の
か
に

つ
い
て
の
線
引
き
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
[
会
社
法
の
]
立
法
過
程
に
お
い
て
企
業
所
有
権
に
つ
い
て
明
文
で
規
定
す
る
よ
う
に
あ
る
学
者

が
建
議
し
た
が
、
多
く
の
者
の
反
対
に
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
企
業
が
所
有
権
を
有
し
、
国
は
所
有
権
を
有
し
な
い
こ
と
と
な
れ
ば
、
全

人
民
所
有
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
企
業
の
経
営
権
を
明
文
で
規
定
す
る
よ
う
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

論
争
を
避
け
、
会
社
法
を
採
択
さ
せ
る
た
め
に
、
最
終
的
に
は
「
企
業
財
産
権
」
を
明
文
で
も
っ
て
規
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、

何
が
「
企
業
財
産
権
」
な
の
か
[
明
確
で
な
く
、
そ
れ
故
に
]
、
人
々
は
自
己
の
理
解
す
る
と
こ
ろ
に
も
と
づ
い
て
解
釈
を
行
う
こ
と
が
で

き
、
様
々
な
主
張
を
す
る
人
す
べ
て
が
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
[
規
定
と
な
っ
た
]
0

中
国
の
先
見
性
の
あ
る
民
法
学
者
、
梁
慧
星
の
よ
う
な
学
者
は
八

0
年
代
初
頭
に
「
両
権
分
離
」
で
は
な
く
「
二
重
所
有
権
理
論
」
〔
双

重
所
有
権
理
論
〕
を
主
張
し
た
。
し
か
し
「
両
権
分
離
」
の
中
国
に
お
け
る
影
響
は
非
常
に
根
深
く
、
そ
れ
を
否
定
す
る
に
は
思
考
を
柔
軟

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
「
両
権
分
離
」
は
改
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
と
い
う
の
も
、
企
業
は
独
立
し
た
法
人
と
な
ら

中国における市民i去の誕生

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
は
独
立
し
た
財
産
権
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
国
は
出
資
し
た
後
に
は
、
た
だ
抽
象
化

さ
れ
証
券
化
さ
れ
た
所
有
権
、
す
な
わ
ち
株
主
と
し
て
の
所
有
権
を
享
有
す
る
に
す
ぎ
ず
、
ふ
た
た
び
企
業
の
財
産
に
対
し
て
具
体
的
な
所

論
争
の
実
際
上
の
意
義
は
国
の
企
業
に
対
す
る
.
不
必
要
な
介
入
を
防
ぎ
、
企
業
を
真
の
独
立
し
た
存
在
と
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
も
な
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有
権
を
享
有
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
現
物
に
対
し
て
処
分
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
会
社
制
の
原
理
と
組
舗
を
き
た
す

こ
と
に
な
る
。
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け
れ
ば
、
完
全
な
「
政
企
分
離
」
(
行
政
と
企
業
の
分
離
)

の
実
現
は
不
可
能
で
あ
る
。
物
権
法
が
企
業
財
産
権
を
ど
の
よ
う
に
規
定
す
る

か
を
め
ぐ
り
、
集
団
所
有
制
企
業
お
よ
び
私
営
企
業
に
関
し
て
は
問
題
は
な
い
が
、
固
有
企
業
に
関
し
て
は
難
し
い
点
が
あ
る
。
物
権
法
は

議

企
業
の
所
有
形
態
に
関
す
る
規
定
を
設
け
な
い
こ
と
も
で
き
る
が
、
し
か
し
財
産
権
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
固
有
企
業
の
財
産
権
問
題
に
波

及
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
私
は
よ
し
ん
ば
経
営
権
と
い
う
概
念
を
使
用
す
る
に
し
て
も
、
そ
れ
を
完
全
物
権
と
し
て
規
定
す
る
か
、

あ
る
い
は
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
で
き
れ
ば
[
経
営
権
概
念
を
]
使
用
し
な
い
の
が
望
ま
し
く
、
企
業
は
現
物
に
対

す
る
所
有
権
を
享
有
す
る
と
規
定
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、

る
国
家
所
有
権
の
主
体
の
唯
一
性
と
統
一
性
も
ま
た
、
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
唯
一
性
と
は
国
家
財
産
の
所
有
者
は
た
だ
国

だ
け
で
あ
り
、
国
は
現
物
の
財
産
に
対
し
て
充
分
な
支
配
権
を
享
有
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
統
一
性
と
は
こ
の
種
の

現
物
の
財
産
に
対
す
る
所
有
権
は
統
一
的
に
国
が
行
使
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
概
念
も
ま
た
計
画
経
済
の
理
論
で
あ
り
、
会

一
部
の
民
法
理
論
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
い
わ
ゆ

社
制
と
は
矛
盾
し
、
市
場
経
済
の
需
要
と
合
致
し
な
い
。

(
二
)
農
村
部
に
お
け
る
土
地
請
負
経
営
権
に
つ
い
て

土
地
請
負
は
、
中
国
に
お
い
て
は
成
功
し
た
経
験
で
あ
る
。
七

0
年
代
末
か
ら
八

0
年
代
初
頭
に
か
け
て
推
進
さ
れ
た
際
に
、
部
小
平
は

五

0
年
間
不
変
で
あ
る
と
述
べ
た
。
現
在
す
で
に
二

O
年
が
経
過
し
た
が
、
あ
と
三

O
年
残
っ
て
い
る
。
三

O
年

[
土
地
請
負
制
は
今
後
]

後
に
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
私
は
変
化
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
見
て
い
る
。
二
一
世
紀
を
志
向
す
る
中
国
物
権
法
は
、
五

O

年
と
い
う
束
縛
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
部
小
平
も
ま
た
五

O
年
が
経
過
す
れ
ば
す
ぐ
に
変
わ
る
と
言
っ
た
の
で
は
な
く
、
五

O
年
後
に

再
度
考
え
よ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
土
地
請
負
経
営
権
は
い
か
な
る
性
質
の
物
権
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
研
究
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
を
長
期
間
定
化

す
る
か
否
か
に
つ
い
て
も
ま
た
、
研
究
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。
私
は
土
地
請
負
経
営
権
も
ま
た
一
種
の
二
重
所
有
権
に
お
け
る
第
二
の
所
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有
権
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、
長
期
不
変
の
権
利
で
あ
り
、
充
分
な
物
権
[
所
有
権
]
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
-
し
か
し
多
く
の
者
は
依

然
と
し
て
制
限
物
権
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
私
は
土
地
請
負
の
長
期
化
を
考
え
る
の
み
な
ら
ず
、
中
国
の
広
大
な
荒
れ
山
を
私
有
化
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
私
は
汽
車
で
中
国
の
西
北
・
東
北
地
方
を
旅
し
、
広
大
な
荒
れ
山
を
目
の
当
た
り

に
し
、
私
有
化
の
必
要
性
を
考
え
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
私
有
化
す
れ
ば
、
人
々
は
植
樹
・
横
林
し
、
充
分
に
開
発
・
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
社
会
の
財
貨
を
増
す
ば
か
り
で
な
く
、
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
中
国
に
は
広
大
な
荒
れ
山
が
存

在
す
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
こ
れ
は
一
種
の
資
源
の
浪
費
で
あ
る
。
荒
れ
山
の
私
有
化
は
百
利
あ
っ
て
一
害
な
し
、
中
国
は
何
を
好
ん
で
そ
れ

を
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
?
そ
の
た
め
に
は
中
国
の
政
策
決
定
者
の
思
考
を
柔
軟
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

(
三
)
物
権
行
為
と
〔
典
権
〕

物
権
法
に
物
権
行
為
制
度
を
規
定
す
る
か
否
か
、
中
国
に
お
け
る
論
争
は
比
較
的
大
き
か
っ
た
。
規
定
を
主
張
す
る
者
は
取
引
の
安
全
の

維
持
・
保
護
に
プ
ラ
ス
で
あ
る
と
考
え
、
他
方
、
規
定
を
主
張
し
な
い
者
は
善
意
の
第
三
者
保
護
の
規
定
を
?
っ
じ
て
取
引
の
安
全
は
保
護

さ
れ
、
物
権
行
為
理
論
に
よ
れ
ば
売
買
の
際
に
二
重
の
合
意
が
あ
る
と
す
る
も
の
で
、
人
の
思
考
様
式
や
慣
習
に
合
致
せ
ず
、
[
成
立
要
件

と
し
て
]
必
要
な
い
と
考
え
る
。
私
は
規
定
し
な
く
て
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

〔
典
権
〕
[
〔
典
価
〕
(
金
銭
)

の
支
払
に
よ
り
、
他
人
の
不
動
産
を
占
有
し
、
使
用
・
収
益
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
]
は
中
国
特
有
の
物

中国における市民法の誕生

権
で
あ
り
、
旧
中
国
民
法
典
(
中
華
民
国
民
法
典
・
台
湾
民
法
典
)
に
は
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
[
九
一

O
条
な
い
し
九
二
七
条
]
。
家

屋
の
抵
当
〔
典
当
〕
が
こ
の
代
表
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
旧
中
国
が
残
し
た
問
題
で
あ
り
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立
以
降
は
慣
習
法
に
よ
っ
て

規
律
さ
れ
て
き
た
。
現
在
、
中
国
の
あ
る
学
者
は
物
権
法
で
規
定
せ
ず
、
慣
習
法
で
規
律
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
あ
る
学
者
は
[
物
権

い
か
な
る
法
に
よ
り
規
律
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

法
で
]
規
定
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
論
争
は
、
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む
す
び

五

議

中
国
に
お
け
る
市
民
社
会
の
形
成
は
市
民
法
の
誕
生
を
促
進
し
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
市
民
法
の
誕
生
も
ま
た
こ
の
種
の
平
等
な
市
民
社
会

を
強
固
な
も
の
に
し
、
発
展
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
過
程
に
お
い
て
は
、
論
争
と
な
る
問
題
が
非
常
に
多
く
、
本
稿
で
は
わ
ず
か
に
そ

の
お
も
な
も
の
を
紹
介
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
変
化
の
過
程
に
あ
る
中
国
社
会
を
真
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
詳
細
な
研
究

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
願
わ
く
ば
今
後
中
日
両
国
の
学
者
が
頻
繁
に
交
流
し
、
中
国
は
日
本
の
先
進
的
な
立
法
経
験
を
学
、
び
、
先
進

的
な
民
法
理
論
を
吸
収
す
る
必
要
が
あ
る
。
中
国
の
学
者
は
ま
た
日
本
の
学
者
の
中
国
の
改
革
お
よ
び
立
法
に
対
す
る
見
解
を
伺
い
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
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